
医療法人 盟陽会 

富谷中央病院    第 8 号 令和 4 年 7 月発行 

〒981-3328 

                          宮城県富谷市上桜木二丁目１番地 6 

                                   TEL：022-779-1470（代表） 

FAX：022-779-1481(代表)  
  

～地域とのかけはし～ 

 

   

 当院の透析室はベッド数２０床、2 部制で外来透析患者 

さん・療養透析患者さんの透析治療を行っています。 

 現在、臨床工学技士８名・看護師 7 名が在籍しています。 

患者さんが安全に透析治療を受けることができるように、 

臨床工学技士・看護師がペアを組み患者さんを担当して 

います。それぞれの専門的な視点から患者さんに必要な 

支援を検討し、患者さん個々に合わせたセルフケア支援 

ができるように取り組んでいます。 

 看護部の今年度の目標でもある多職種連携に力を入れており、食事制限のある

なかでも少しでも食事が楽しめるように患者さんの嗜好を取り入れた栄養指導を

管理栄養士と連携し行ったり、フットケアを皮膚・排泄ケア認定看護師と連携し行っ

ています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 地域の皆様に質の高い医療環境を提供します 

2． 地域の医療、福祉機関と連携を図り、包括医療の向上に 

寄与します 

3． 職員全員が一体となり、良質な医療を目指し、病院経営の 

健全化に努めます 

4． 職員全員が仕事に誇りを持ち、互いに理解し、協力し合い、

働き甲斐のある職場を目指します 

 

地域の皆様に安心・信頼をお届けし、親しまれる病院を 

目指します 

 

 

 

きらり 

医療人 

▲透析室でのカンファレンスの様子 

 

透析室の取り組みについてご紹介 
～院内紹介シリーズ 第６弾～ 



 

 

【地域医療連携室】 

 担当医師 渡邉 哲子 

 看護師長 今泉 洋子 

 相談員  佐々木 澄江 

 相談員  五十嵐 博志 

 事務員  熊谷 令奈 

【連携室直通】 

 ０２２（７７９）５１９１（TEL） 

 ０２２（７７９）５１９２（FAX） 

 

医師を目指したきっかけは？また、なぜ呼吸器

内科を専門とされたのですか？ 

→父が医師なので、小さい頃から自然と医師を

目指していました。妹が幼少期に喘息で入退院

を繰り返しており、その姿を見ていたので呼吸

器内科を選びました。 

今年 4 月より、当院に入職された齋藤勉先生。 

地元宮城県で多くの経験を積まれ、その後当院に。 

今回は笑顔の素敵な齋藤先生に注目！ 

医師になって嬉しかったことはありますか？

（やりがいなど） 

→やはり患者さんに感謝される瞬間が一番嬉

しいです。ただしうまくいく時ばかりではない

ので、慢心せずに日々精進していきたいです。 

 

当院の印象は？ 

→今まで勤めていた病院に比べるとコンパクト

で、その分スタッフとの連携がスムーズな印象

です。 

趣味や休日の過ごし方 

→趣味は旅行（特に飛行機に乗ることと現地で

美味しいものを食べること）とポイ活です。 

主に ANA マイルを貯めています。 

これからチャレンジしたいこと 

→いつも診察では運動しましょうと言っていま

すが、自分では全くしていないので、何か体を

動かす趣味を見つけたいです。 

地域の皆さんへメッセージ 

→これまでの１０年間の呼吸器内科医としての

経験を踏まえ、富谷地域の医療に貢献していき

ます。困ったことがありましたら、いつでもご相

談下さい。 

教えて！先生 

 今年も暑い夏がやってきました。私自身、宮

城県にはかれこれ 10 年以上住んでいますが

未だに夏の暑さだけは慣れません。 

 今年の夏は7年ぶりに全国に節電要請があ

りました。上手に省エネ・節電をしながら今年

の夏を乗り切りたいと思います。（熊谷） 


